
令和６年度
坂戸市研究発表

「生徒が一人残らず５０分間学び
続ける授業づくり」

坂戸市立住吉中学校



１ 学校の概要 （１）学校教育目標

学校教育目標

「優しく 賢く 逞しく」

生徒数
１学年 ２学年 ３学年 特別支援学級 計 県費教職員数

生徒数
クラス数

１６６名
５クラス

１５５名
４クラス

１８６名
５クラス

１６名
４クラス

５２３名
１８クラス ３３名



１ 学校の概要 （２）求められる教育

目指す学校像「生徒にとって将来を生き抜くために、必要な力を育成する学校」

求められる教育
急速なグローバル化の進展、デジタル技術の発展など、社会は急激に変化すると

ともに、国際情勢の不安定化、頻発化する自然災害など、将来の予測が困難な時代
となっている。一方で、新型コロナウイルス感染症は、私たちの行動・意識・価値
観に変化をもたらし、デジタル技術の活用を飛躍的に拡大・浸透させるなど、新た
な社会生活への変革が進む契機になった。このような先行き不透明な時代において、
力強く、心豊かに生きていくためには、主体的に行動できる力や多様な人々と協働
する力とともに、自ら切り拓くことのできる力を育てていくことが教育に求められ
る。



１ 学校の概要 （３）目指す学校像

目指す学校像「生徒にとって将来を生き抜くために、必要な力を育成する学校」

（１）生徒一人一人を大切にし、学習することが楽しい学校
（２）心和む温かな人間関係を感じられる学校
（３）安心・安全で規律ある学校
（４）さわやかな挨拶が交わされる学校
（５）生徒が主体的に学校行事に取り組む学校
（６）望ましい部活動が展開される学校
（７）自分の生き方を考え、将来像を創り出す学校
（８）生徒の「良さ」を語る学校
（９）保護者・地域の人が子供を通わせたいと、通わせて良かったと思える学校
（１０）教職員が勤めて良かったと思う学校



１ 学校の概要 （４）生徒の実態 Ｒ５年度県学調より

（２）カ 授業の内容が難しいときは、やらずにあきらめるか、簡単なところだけ勉強する

１年

２年

３年

「１よく当てはまる」「２少し当てはまる」の合計が、１年生は市・県と同程
度。２年生は県より５.５％高く、３年生も県より１４.３％高いので、学年が
上がるにつれて、授業をあきらめる生徒が増える傾向にある。



２ 研究主題 （１）坂戸市の方針・取組

坂戸市教委基本方針
子供の学びと成長の支援

〇一人一人を大切に 〇「学び」を重視
〇学校・家庭・地域が連携・協働



２ 研究主題 （２）研究主題・仮説

研究主題「生徒が一人残らず５０分間学び続ける授業づくり」

仮説①

聴き合い、学び合う関係をつくることで、生徒は５０分間学び
続けることができる
仮説②

教師が生徒の学びを見取る目を養うことで、生徒は５０分間学
び続けることができる



２ 研究主題 （３）研究の柱

①授業研究
・教師が生徒を見
取る目を養う

・授業を見合い、
お互いに高め合う

②学びづくり
・４人グループで聴
き合い学び合える教
室環境をつくる
・教師の授業改善

③朝鑑賞
・生徒の発言を認め
合う雰囲気をつくる

・教師が生徒の発言
をつなぐ力を磨く

研究主題「生徒が一人残らず５０分間学び続ける授業づくり」

仮説①聴き合い、学び合う関係
仮説②教師が生徒を見る目を養う

仮説②

＋ ＋



２ 研究主題 （４）指導者

①授業研究
・教師が生徒を見
取る目を養う

・授業を見合い、
お互いに高め合う

②学びづくり
・４人グループで聴
き合い学び合える教
室環境をつくる
・教師の授業改善

③朝鑑賞
・生徒の発言を認め
合う雰囲気をつくる

・教師が生徒の発言
をつなぐ力を磨く

研究主題「生徒が一人残らず５０分間学び続ける授業づくり」

＋ ＋

学びの共同体研究会スーパーバイザー・根岸康雄先生
麻布教育研究所・永島孝嗣先生

埼玉大学教育学部教授・北田佳子先生

武蔵野美術大学教授・
三澤一実先生



３ 組織

• 校内研修は、教務主任が担当した。

• 学びづくり及び朝鑑賞の授業研究は、
研究部が担当した。

• 毎週水曜日４校時に研究部の会議を行
い、授業研究や研究協議の在り方、指
導者からの指導をふまえた今後の学校
研究・学校づくりについて話し合った。



４ 授業研究 （１）目的

①教師が生徒の学びを見取る目を養うため
・ 「目の前の子どもが学んでいない。どうしよう？」悩みがあるから授業が変わる

・ 「目の前の生徒が学んでいるのか？いないのか？」を知るために、生徒の学びを見る専

門的な目を磨くことが必要

・ 「自分の授業では」「一人で見に行っても」「一部の時間だけ見ても」見る力は伸びない

②授業を見合い、教師がお互いに高め合うため
・ 見る人の価値観によって、何をどのように見るか異なる

・ 授業研究直後に研究協議をすると、見る力が伸びる

・ 授業づくりの失敗談を職員室で話せる環境づくり ＝ 同僚性の構築



４ 授業研究 （２）システム

 毎月１回（できる月は２回、８月を除く）実施

 焦点授業のクラスを決め、勤務時間内に行う

 授業研究（５０分）の直後に研究協議（３０分）を行う

 授業研究の日は、参観者の生徒の学びを見取る目を養う日と位置付ける

 指導案は、用意しない

 座席表は、担任が用意する

 授業者は、本校在籍の長い順からあいうえお順に行う

 本校１年目の教員には、観察と協議の機会を保障するため、１周目の授業者になら
ない

 授業者は、朝の職集で単元名と参観のポイントを先生方に説明する

 研究協議後、参観者が生徒の学ぶ姿から学んだこと（生徒の名前を必ず出して、学
んだことを記す）を、振り返りシートに記入する



４ 授業研究 （３）生徒の学びを見取る目

 見るとは、５０分×４０人（クラスの人数）＝２０００区画

 例えば、５分付近につらそうな顔をしているのは誰か？何人か？

→ 気づける教師なら、その部分をカットできる

自分で授業を変えたくなるときは、学んでいない子がたくさんいるとき

 どの子が何を頼りに課題とつながっているのか？

→ 資料、友達？

 何の助けがあれば、つながれるのか？

→ できていないところを教師がサポート



４ 授業研究 （４）年間計画

Ｒ５年 Ｒ６年

指導者を招いた

学びづくり研修会
を含めると、
Ｒ５年度は１４回、

Ｒ６年度は１６回
授業研究を実施



４ 授業研究 （５）授業研究 Ｒ５年度・国語・水上先生

課題 あなたは、ALTの話した内容を、いろいろな人に伝えたい。英語が苦手なので、AIを使って日本語に翻

訳しました。実際に伝えるとき、どのような伝え方の工夫をしたらよいですか。「日本語の種類」という観
点で考え、２００字以内で書きなさい。 ねらい 和語・漢語・外来語を理解する。



４ 授業研究 （６）研究協議

 研究協議は、授業研究直後３０分間実施

 グループ協議は、「今日の生徒の学ぶ姿
から、教師が学んだこと」をテーマに、
司会などは無しで、自由にテーマについ
て話し合う

 全体協議で、生徒の名前を出して、教師
自身が学んだことを一人３０秒程度で発
表する

 話し合い、発表することで、授業者・参
観者が見取れなかった生徒の事実を補完
し合う

 研究協議後に「雑談タイム」を設け、
日々の授業の悩みを話し合う



４ 授業研究 （４）実際の様子



４ 授業研究 （７）教師の声
 〇〇さんは休みがちですが、グループの仲間と会話しながら進めていました。「もう１５分

経ったよ」と言っていて、いつもより集中していたのかと思いました。自分の授業では、支
援ができていない。と感じました。

 ４人グループのメリットを感じました。〇〇さんのように、あまり学習に意欲をもてない生
徒にとっては、周囲からのサポートをもらえることは良いことだと感じました。その一方で、
教師からの指示や全体に伝えたいことを伝達する難しさも感じている。このバランスはとて
も大切であると感じ、どのようにしていくことがいいのか答えは出ない。

 意味調べをしているときに比べ、作文を作っている時はタブレットを使っている人が減った。
〇〇さんはbingoから英単語を探していた。文を作る時もタブレットを使えればすぐに文を

作って、余った時間に発音の分からない単語を調べて聞いて覚えるなどタブレットの使い方
次第で学びを繋げることができる可能性を学んだ。

 簡単にできる子でも、〇〇さんのように意欲があれば自分なりに学びに向かうことができる。
答えが明確にある教科の教員である私からすると、文法の間違いを正すのは難しいと思った
のですが、そういうときこそスクールタクトを使えば、全員をみとることができ、フィード
バックもできるので効果的だと思いました。



５ 学びづくり （１）学習指導要領

主体的・対話的で深い学び

 学習は他者によって成立しない ＝ 教え合いではない

 学習とは自己（主体的）と他者（対話的）、教材（深い学び）が必要

→ 自分のペースで学習し、必要なときに他者と関われる環境・関係が大切

複数の教材があり、他者と関わることで深い学びにつながる

教室環境 教師の授業改善

そのために住吉中では、２つのことに取り組んだ

育てたい力「主体的・対話的で深い学び」を基盤にすべての子ども
の「生きる力」を育てる



５ 学びづくり （２）教室環境

①４人グループ

 １人で考え続けるために４人グループをつくる

→ 分からないときに聞く、互いにノートを見合う関係・環境

 教師が生徒を見やすくなる

 ４人グループが標準隊形（朝の会から帰りの会まで）

 男女市松模様（クロスで交流でき、男子２人・女子２人をさける）

 グループ間の移動は行わない（１人になるリスクを防ぐ）

 授業方法は、４人グループにこだわらない



５ 学びづくり （２）教室環境

②３つの大切なこと

 教師は、「３つの大切なこと」を意識し、授業の中で生徒を大切にする

→ 学校生活のほとんどは授業

→ 困っている生徒、課題が終わってしまった生徒を大切にする

 生徒は、「３つの大切なこと」を意識して授業に参加する

→ 「これってどういうこと？」などの生徒のつぶやき（探索的会話）が聞

こえる教室

↓

授業づくりが上手くいくと、教室づくりも上手くいきやすい



５ 学びづくり （２）教室環境

③グループに辞書を１冊用意

 図書室の辞書を各教室に７冊ほど配布

 家に辞書がある人は持ってきてもいい

 授業で分からない言葉を調べる



５ 学びづくり （３）教師の授業改善

住吉中学校・授業改善ポイント

①全体に教える時間は５分間

②困っている生徒に対して１分以内に支援に行く

③課題とねらいをずらす

④資料づくり

⑤ノートで授業をする

⑥辞書とタブレットの併用

★職員の共通理解

学校研究としてポイントは示すが、強制
はしない。授業方法は形式化せず、これ
を参考に先生方個人で考える。生徒を見
て授業方法を判断できる教師でいる。



５ 学びづくり （３）教師の授業改善

①全体に教える時間は５分間

 自分のペースで学ばせる ＝ 生徒の自学自習を保障

 授業の最初から４人グループにして、生徒のスイッチを入れる

 教師が一斉指導をしないから、生徒の困り感・分からなさに気づける

 教師が話すのは授業の中間 ＝ ２回にわける、生徒の学びを修正する

ため、学びを深めるため

→ 中間なら、グループで「先生が言っていたことってどういうこと？」

と確認できる

 分からない言葉を教師が説明しようと思わない

※悩み：教えたいことがあり、
５分間では足りない



５ 学びづくり （３）教師の授業改善

②困っている生徒に対して１分以内に支援に行く

 声がけをして、生徒と生徒、生徒と教材をつなげる

 個人・グループの学びが止まっているとき

→ 「どこで困っているの？△△で困っているのか。資料１の□□を見たら？ 」

 終わってしまい何もしていない生徒に気づいたとき

→ 「★★と書いてあるけれど、その根拠はどこに書いてあるからそのように

思ったの？グループ内で説明してみてよ」

 全体の学びが止まっているとき

→ 「★★について、今日の授業は分かってほしいんだけど、★★の意味はどう

いうこと？グループ内で説明し合ってみてよ。」

※悩み：学んでいるか・いないか
の区別がつけにくい、支援の仕方



５ 学びづくり （３）教師の授業改善

③課題とねらいをずらす

 上位・下位の生徒も同じ課題に取り組ませたい

→ 同じ課題だから他者と協働できる（他者の書いたものを見ようとする）

 課題の中でねらいを学ばせる ＝ 未修事項を学ぶために演習事項を学ぶ

例）理科 ねらい：ダニエル電池の原理（電池の仕組み）

課題：亜鉛と銅の間にある膜は何のためにあるのか？

→ なぜ膜が必要かは分からないけれど、亜鉛がとけやすく、銅がとけに

くい結果、亜鉛の電子が銅へ流れていることはわかる

 授業の最後にねらいの達成を確認するため、小問を行う

 住吉中では課題を「森の課題」、ねらいを「木」としている

※悩み：森の課題づくりの難し
さ、ねらいを確認せずにやら
せっぱなしになりがち



５ 学びづくり （３）教師の授業改善

④資料づくり

 授業で教えたいことを資料で示す

 書き込みできる紙資料 ※一人１枚

 資料は３種類

A 先生が授業で話している感じの資料（参考書のコピー）

B 教科書を翻訳した板書の資料・ヒント（教師の自作・卒業生のノート）

C 高いレベルの資料（高校、大学の資料）

※悩み：誰もがわかる資料づくりの
難しさ、著作権



５ 学びづくり （３）教師の授業改善

⑤ノートで授業をする

 ワークシートは、教師が分かりやすい順番でつくりがち

→ ワークシートは、自分のペースで学ぶ授業にならない

→ 進度に違いが生まれ、できない子がやる気を無くす

→ ミニ先生、丸写しが生まれやすい

 人にとって分かりやすい順番（学びの経路）は異なる

 ノートに分かったこと、分からなかったことを書かせる

 ノートは備忘録 ※悩み：教師が効率的に進めるにはワークシートが
有効的



５ 学びづくり （３）教師の授業改善

⑥辞書とタブレットの併用

 タブレットは、教師が用意した資料以上に生徒が調べたいとき

 タブレットを使いこなす能力は必要

 技能教科では動画が大切

例）体育・跳び箱の授業 「今跳べない高さ一段をどう跳ぶか？」

→ モンスターボックスの映像を見て、自分と何が違うのか考えさせる

※悩み：タブレットの手軽さ、利便性。辞書を持っ
ていない家庭。辞書を引いて調べる習慣がない。



５ 学びづくり （４）研究部の方針

 まず月１回以上、全員で授業研究をやってみる

 負担感がない授業研究のシステムをつくる

 悩みを話し合える場・環境づくり

 授業研究の成果は５年後

 学校研究として授業改善のモデルは示すが、強制はしない

→ 授業方法は形式化せず、モデルを参考に先生方個人で考える

→ 授業方法であるとしたら、全体に教える時間は５分間

 生徒を見て授業方法を判断できる教師であってほしい



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ①国語

課題 冒頭文に込められた思いをとらえ、『平家物語』が
人々に愛されたのはどうしてだろうかを考えてみよう。
ねらい 無常観をとらえるとともに、広く民衆に親しまれた理
由を考えることで、『平家物語』の特徴をつかむ。



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ①国語

（思考を深めた
いとき）
別の視点からは
考えられるか
な？他の人はど
ういう捉え方を
しているのだろ
う？

（個人の学びが止まっているとき）
辞書や資料（動画・ワーク・教科書）など
の別の手段からはせまれないかな？

（全体の学びが止まっているとき）
他クラスの子のノートを電子黒板に
映しておきます。

（全体かつ個人の学びが止まっているとき）
どこでお互いつまづいているかな？



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ②数学

課題 垂線であることを証明しよう

ねらい 三角形の合同の証明をした
上で、二等辺三角形の定理「二等辺
三角形の頂角の二等分線は底辺を垂
直に２等分する」を証明する。垂線
の証明は、等しい２つの角の和が１
８０°であるからいえることを理解
する。



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ②数学

（思考を深めた
いとき）
他の人（隣・班
の人）はどうい
う考え方をして
いるのだろう？
教科書や資料を
もう一度読んで
みない？

（全体の学びが止まっているとき）
〇〇さんはこういう考え方をしてい
るよ～。という声掛けを全体にする。

（全体かつ個人の学びが止まってい
るとき）
どこでお互いつまづいているかな？
同じ部分でつまづいている子はいな
いかな？

（個人の学びが止まっているとき）
教科書や資料をもう一度読んでみよう。
班の人に困っていることを聴いてみよう。



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ③英語

課題 ALTのBenに向けて、日本の学校で使う・見られるもの
について紹介しよう。

ねらい 既習の関係
代名詞の目的格を
使って、ものや人に
ついて説明する英文
を書く。



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ③英語

（グループの活動が止まっていると
き）
他のグループではこんな話をしてた
よ！みんなはどう？

（思考を深めたいとき）
他にも詳しく○○について説明
を加えられないかな？

（生徒の学びが止まって
いるとき）
グループの中で聞いてみ
よう！みんなどんなこと
を書いてるの？書きたい
の？

（全体の学びが止まっているとき）
このグループではこんなことを書いてた
よ！○○さんはこれをテーマに書いてた
よ！（スクリーンにも写しながら）



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ④理科

課題 なぜ、宝石は光り輝いて見えるのか。
※理由を３人に説明しなさい。

ねらい 光の屈折や全反
射について理解する。



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ④理科

（思考を深めたいとき）
考察に●●と書いてあるけ
れど、何故そのように思っ
たの？グループ内で説明し
合ってみましょう。

（個人の学びが止
まっているとき）

グループの中で聞
いてみよう！！今、
悩んでいることが
解決するかもしれ
ないよ。

（全体の学びが止まっているとき）
このグループはこう考えているよ。
（スクリーンに映す）。参考にして
みよう！！

（グループの活動
が止まっていると
き）
この実験（課題）
について、今日の
授業は考えてほし
いんだけど、課題
をもう一度グルー
プ内で考えてみよ
う。



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ⑤社会

課題 エジプト文明やメソポタミア文明、インダス文明を比
較し、共通点を説明しなさい。また、これらの文明は温帯で
はなく乾燥帯にできた文明である。その理由も説明しなさい。

ねらい 古代文明が発
生した場所の共通点、
その理由。また、それ
ぞれの文明の文字、文
化遺産などを理解する
こと。



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ⑤社会

（個人の学びが
止まっていると
き）
□□で悩んでる
んだね。隣の〇
〇さんが□□に
ついてよく書い
てあるよ。〇〇
さんのノートを
見てみたら？

（思考を深めたいとき）
□□と書いてあるけれど、その根拠はどこ
に書いてあるからそのように思ったの？グ
ループ内で説明し合ってみましょう。

（全体の学びが止まっているとき）
〇〇さんはこう書いているよ。
（ノートを写真に撮ってモニターに
映す）参考になるね。

（ねらいを確認したいとき）
★★について、今日の授業は分
かってほしいんだけど、★★の
意味はどういうことですか？グ
ループ内で説明し合ってみま
しょう。



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ⑥音楽

課題 合唱祭に向けて、一体感のある合唱をつくろう！

ねらい 合唱に適した響き
のある声で歌い、歌詞に込
められた思いを聴き手に届
けられるように表現を工夫
する。



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ⑥音楽

（個人の学びが止
まっているとき）
この部分はどうい
うイメージで歌い
たい？この部分は
〇〇さんが上手に
歌っているから真
似してみよう！

（思考を深めたいとき）
この部分はどうしてｆが付いているのだろ
う？作曲者はどこを一番聴かせたいのか
な？

（全体の学びが止まっているとき）
ここのフレーズを一回歌ってみよ
う！（歌い終わったら）今の歌って
みてどうだった？

（グループの活動が止まってい
るとき）
一体感を生み出すためには、み
んなでそろえる必要があるよね。
どんな準備が必要かな？



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ⑦美術

課題 『彫刻・輝け！住吉中のシンボルを作ろう』用具の使
い方を理解し、表したいイメージを造形的に表現しよう。

ねらい

・安全に気を付けながら用具
を意図に応じて使用すること
ができる。

・表したいイメージから構想
を練り、造形的に表現活動を
する。



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ⑦美術

（個人の学びが止まって
いるとき）
どのようにしていきたい
のか言葉や絵に表してみ
よう。
〇〇さんはこのように道
具を使っていたよ。（も
しくは、～のように考え
を広げていたよ。）

（思考を深めたいとき）
タブレットで調べてみよう。イラストでもいい
よ。いろいろな見え方があるよ。（班の中で）
〇〇さんは△△についてどう考えますか？

（全体の学びが止
まっているとき）
手順を確認してみよ
う。もう一度プリン
トを見て伝えたい思
いやイメージしてい
たことを確認しよう。

（ねらいを確認したいとき）
刃の向きや使い方を意識してみよう。
どんな形になったら思いが伝わるのか
言葉にしてみよう。



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ⑧技術・家庭

課題 次の画像を０と１で表しなさい

ねらい コンピュータ
では情報を０と１で表
していることを理解す
る。コンピュータ上で
扱われる情報の特性や、
コンピュータの能力を
実感する。



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ⑧技術・家庭

（個人の学びがとまっているとき）
分からないところはある？
資料のこんなところが参考になるか
もしれないよ。

（思考を深めたいとき）
どうしてこうなると思った？
〇〇は違うのかな？

（全体の学びが止まっているとき）
(比較対象などを提示して)こんな視
点で考えてみてもいいんじゃないか
な？

（グループの活動が止まってい
るとき）
どこまでできた？
次は何をしたらいいのかな？
確認して進めよう。



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ⑨保健体育

課 題 長距離選手の走り方を真似してみよう。

ねらい 長距離走に適した走り方のポイントを知る。
走り方の違いに気が付ける。



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ⑨保健体育

（全体の学びの支援）
一流選手でも走り方に違いがあるけれど、早く走るた
めのフォームとして共通していることはなんだろう。

（個人の学びの支援）
自分が心地よく走れたと感じたのはどんな
フォーム？どんなことを意識（真似）して
みた？

（全体の学びへの支援）
同じピッチで走っているのに、ス
ピードに違いがでるのはなんで？



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ⑩総合学級

課題 自分好みのうどんを作ろう

ねらい 自分好みに近づけるため
にはどうすればいいか（分量・時
間・調整）を考える。自分好みと
は何か自己理解をする。



５ 学びづくり （５）各教科の取組 ⑩総合学級

（個人への支援）
自分の理想のうど
んに近づけたか
な？

（個人への支援）
前回と何を変えたら、何が変化し
た？

（個人への支援）
次回やるとしたら、どこを調整すれ
ばいいかな？

（個人への支援）
困っていることがあれば、遺文から聞いてみよう。



５ 学びづくり （６）生徒の声

 自分にあったペースで進められてとても楽しくやりやすいと思う。

 自分で考える力がついたり、周りの仲間と教え合ったりできて良いと思う。ただ、自分で考える授業だと理解できて
いない人や周りの仲間と話せないでわからないまま終わってしまう人がいるのが問題点だと思う。

 先生が教えてくれたほうがわかりやすい場面もあるけれども、その代わりに学校だけで限らず、家庭でも自主的に勉
強をすることが身についてきたと思う。

 友達と協力したり自分で考える時間が増えて前より学習内容が頭に入る。

 先生や仲間の支援を受けながらも、自分だけのノートがかけたり自分ですることなどが増えるのでいいと思いました。

 意味がないと思う。資料を見て考えるは家でもやろうと思えばできるので、先生が豆知識とかも含めて教える授業に
することで、先生としての立場や生徒の知識がつき、応用問題に取り組む姿勢が高まると思う。応用問題が、答えが
わからなすぎる問題が多いため。

 時代が進んでる感じがして素晴らしいと思います。

 自分が発表するのが好きなので、なんとも言えませんが、すぐに課題が終わってしまうことがほとんどなので、もっ
と考えられる授業が良いと思います。難問…前提知識があっても何度も工夫しなければ必ず解けなく、塾に行ってい
てもそう簡単には解けない問題

 仲間や先生との仲も深まっている感じが非常にして楽しくできているのでいいと思う。



６ 朝鑑賞 （１）STEAM教育

STEAM教育

２００８年 ジョン・マエダ

「科学者や技術者の思考と芸術家やデザイナーの思考を組み合わせることに
より真の革新的なアプローチを生じさせる」

数学や科学の分野では過小評価されがちな「説明（制作）、批評能力（鑑
賞）、そして評価（討論）する力を高めるための重要」

生徒の数学的、科学的な基礎を育て、技術や工学を応用して、そこに想像的、
創造的なアプローチを加え、現実社会に存在する多様な問題点に取り組ませ
る



６ 朝鑑賞 （２）概要・目的

概要 朝鑑賞とは、朝の１０分間、生徒たちが一枚の絵を見て、感じたことや
考えたことを自分の言葉で表現すること。自分の意見を伝えることや、他者の
意見に触れることで多角的な考えができるようになり、他者に寛容になる。教
師はファシリテーターとして生徒の発言を繋ぐ。令和５・６年度には、武蔵野
美術大学教授・三澤一実先生に来ていただき、朝鑑賞の意義やアドバイスをい
ただいた。

目的 生徒
・答えのないものに対し、自分の考えを持てるように
なる
・自分の考えを他者に伝えられるようになる
・自分の考えも他者の考えも尊重できるようになる
（自己肯定感、自己有用感、他者有用感）

・認め合う雰囲気をつくる
・安心感の中で、自己の能力をどんどん伸ばしていく

目的 教員
・生徒の発言を大切にできるようにな
る
・生徒の個性に気づけるようになる
・生徒一人ひとりを見取る目を養う

・生徒の発言をつなげていけるように
なる（ファシリテート力）



６ 朝鑑賞 （３）システム

 朝読書の時間１０分間を、週に１回朝鑑賞の時間に

 担任が行うのではなく、学年職員のローテーション

 机、椅子を教室の後ろか横に運び前のスペースを空ける

 令和５年度は、武蔵野美術大学の学生の作品のデータ画

像をモニターに映して実施

 令和６年度は、武蔵野美術大学の学生、越生高校の生徒

などの作品を実際に借りて実施

☆朝の１０分間を大切にし、生徒と教員が共に成長
できる時間に



６ 朝鑑賞 （２）絵

②絵

 写真４枚



６ 朝鑑賞 （２）システム

 朝読書の時間１０分間を、週に１回朝鑑賞の時間に

 担任が行うのではなく、学年職員のローテーション

 机、椅子を教室の端に運んで前のスペースを空けて行う

これを書いた人はどんな気持ちで描いたのかな？

全く違う見方、できる人はいますか？

どうしてそう思っ
たの？根拠を言っ
てみて？

色使いからどんな感じがする？

何で理科室みたいな
絵なんだろう？

・自分を客観的に見る
・他者とのちがいを認めることで一人一人
の個性をとらえらえる

・みんな同じだったら何も生まれない
・聞く・ずらす（違う視点）



６ 朝鑑賞 （２）絵



６ 朝鑑賞 （４）ルーブリック

学期ごとに、朝鑑賞を
通して身につけてほし
い力を確認し、自分が
今がどの段階にいるの
かを振り返るルーブ
リックを実施

昨年度まで紙で実施→

今年度からフォームで
実施



①話し合うこと ②自分の考えを深めること

③学びに向かう力を高めること

６ 朝鑑賞 （４）ルーブリック Ｒ６年度１学期・１年生



①話し合うこと ②自分の考えを深めること

③学びに向かう力を高めること

６ 朝鑑賞 （４）ルーブリック Ｒ６年度１学期・２年生



①話し合うこと ②自分の考えを深めること

③学びに向かう力を高めること

６ 朝鑑賞 （４）ルーブリック Ｒ６年度１学期・３年生

「主体的、対話的で深い学び」
の基盤づくりに生きている



６ 朝鑑賞 （５）生徒の声

 正解のない朝鑑賞で自分の頭の想像力が豊かになった。

 国語で習った見方を変える「ちょっと立ち止まって」を習ったから、味方を変えようと必死に取り組んだ。
そして見方が変わって、いろいろな見方ができて考えがどんどん心から出てきた。

 絵を見て自由に感想を話し合ったり、感じ取ったことを話し合うことは楽しいということを知れてよかった
です。他の人の考え方とか見え方を聞くことができて前よりも受け入れられるようになった。

 今まで自分の考えが普通だと思っていたけれど、自分の考え以外にも沢山面白い意見があるのだと思った。

 同じものを見ても思うことは人それぞれだということを感じることができました。自分と違う意見の人と出
会っても、最初から否定せず理解しようと考えることが大切なのだとしれた。

 それぞれが持つユニークな考えをみんなは笑うけど、そこで面白いと考えその意見も納得できるなと考えれ
ばもっと考えを深められると思いました。

 時々マジでわからない絵があるけどそれを考えるのが楽しいです。

 はじめは〇〇が見えるみたいな誰もが見てもわかるところに目がいってしまったが、最近はそのことから自
分は何を感じたのかを考える事ができるようになった。

 無意識に自分の意見と友だちの意見の違いを探したりするようになりました。



６ 朝鑑賞 （６）参考動画

朝鑑賞について、知ることができます。是非、ご覧ください。

朝鑑賞理論編 朝鑑賞実践編

ＱＲコードを読み込んで、動画をごらんください。

※ネット上への転載は絶対にしないようにお願いします。



７ 成果と課題 （１）検証方法

仮説①聴き合い、学
び合う関係をつくる
ことで、生徒は５０
分間学び続けること
ができる

仮説②教師が生徒の
学びを見取る目を養
うことで、生徒は５
０分間学び続けるこ
とができる

研究主題「生徒が一人
残らず５０分間学び続
ける授業づくり」

学校生活アンケート①
「授業中、仲間は自分
を大切にしてくれてい
ると感じることは多い
ですか？」

Ｒ６年度県学習状況調査
（２）カ「授業の内容が
難しいときは、やらずに
あきらめるか、簡単なと
ころだけ勉強する」

学校生活アンケート②
「授業中、先生は自分
を大切にしてくれてい
ると感じることは多い
ですか？」



７ 成果と課題 （２）仮説１の検証・３年生

①授業中、仲間は自分を大切にしてくれていると感じることは多いですか？
●感じる ●少し感じる ●あまり感じない ●感じない

Ｒ５年度２年２学期 Ｒ５年度２年３学期 Ｒ６年度３年１学期 Ｒ６年度３年２学期

仲間の支援を「●感じる」「●少し感じる」が８５.６％から９０.２％に上昇
している



７ 成果と課題 （２）仮説１の検証・２年生

①授業中、仲間は自分を大切にしてくれていると感じることは多いですか？
●感じる ●少し感じる ●あまり感じない ●感じない

Ｒ５年度１年２学期 Ｒ５年度１年３学期 Ｒ６年度２年１学期 Ｒ６年度２年２学期

仲間の支援を「●感じる」「●少し感じる」の合計がどの学期も９０％をこ
えている



７ 成果と課題 （２）仮説１の検証・１年生

①授業中、仲間は自分を大切にしてくれていると感じることは多いですか？
●感じる ●少し感じる ●あまり感じない ●感じない

Ｒ６年度１年１学期 Ｒ６年度１年２学期

仲間の支援を「●感じる」「●少し感じる」が８８％ほどで変わらない



７ 成果と課題 （３）仮説２の検証・３年生

②授業中、先生は自分を大切にしてくれていると感じることは多いですか？
●感じる ●少し感じる ●あまり感じない ●感じない

Ｒ５年度２年２学期 Ｒ５年度２年３学期 Ｒ６年度３年１学期 Ｒ６年度３年２学期

先生の支援を「●感じる」「●少し感じる」の合計が７４.８％から８０.３％
に上昇している



７ 成果と課題 （３）仮説２の検証・２年生

②授業中、先生は自分を大切にしてくれていると感じることは多いですか？
●感じる ●少し感じる ●あまり感じない ●感じない

Ｒ５年度１年２学期 Ｒ５年度１年３学期 Ｒ６年度２年１学期 Ｒ６年度２年２学期

先生の支援を「●感じる」「●少し感じる」の合計が８８.４％から９１.３％
に上昇している



７ 成果と課題 （３）仮説２の検証・１年生

②授業中、先生は自分を大切にしてくれていると感じることは多いですか？
●感じる ●少し感じる ●あまり感じない ●感じない

Ｒ６年度１年１学期 Ｒ６年度１年２学期

先生の支援を「●感じる」「●少し感じる」の合計が７７.７％から８５.９％
に上昇している



７ 成果と課題 （３）研究主題の検証

「１よく当てはまる」「２少し当てはまる」の合計が、１年生は県・市と比較すると、やらず
にあきらめる生徒が少ない。２年生は昨年度のときよりも、やらずにあきらめる生徒が多く
なっている。３年生は県と同程度になった。

（２）カ 授業の内容が難しいときは、やらずにあきらめるか、簡単なところだけ勉強する
（R6年5月の県学調から）

１年

２年

３年

※昨年度の１・２の
合計は、１年生が県
と同程度、２年生は
県より５．５％高く、
３年生は県より１４．
３％高い。あきらめ
る生徒が多かった。



７ 成果と課題 （４）まとめ

＜成果＞
 学校生活アンケート①「授業中、仲間は自分を大切にしてくれていると感じることは多いです

か？」は、「感じる」「少し感じる」の合計が全学年９０％ほどである。

→ 学びづくりや朝鑑賞により、聴き合い、学び合う関係をつくることができたので、生徒が仲

間は自分を大切にしてくれていると感じるようになったと考えられる（仮説①）

 学校生活アンケート②「授業中、先生は自分を大切にしてくれていると感じることは多いです
か？」は、「感じる」「少し感じる」の合計が全学年８０％を超えた。

→ 授業研究や朝鑑賞により、教師の生徒の学びを見取る目が育ちつつあり、生徒の支援が今ま

で以上にできるようになってきたので、生徒が先生は自分を大切にしてくれていると感じる

ようになったと考えられる（仮説②）

 県学調「授業の内容が難しいときは、やらずにあきらめるか、簡単なところだけ勉強する」は、
１年生はあきらめない生徒が多く、２・３年生は昨年度よりあきらめる生徒が減少している。

→ 授業研究や学びづくり、朝鑑賞により、生徒が一人残らず５０分間学び続ける授業づくりが

できつつあるので、あきらめずに５０分間学び続ける生徒が増えた。



７ 成果と課題 （４）まとめ

＜成果＞
 生徒と生徒、生徒と教師の人間関係も良くなってきており、生徒指導件数が減ってきている。

 授業研究で授業を見る機会が増えたので、生徒の学びを見取る目を養えることができ、授業
研究と授業改善のいいサイクルが生まれている。

 多くの研修会に参加したり、自費で本を購入したりと学ぼうとする先生方が多くなった。ま
た、普段の授業づくりについて、職員室で相談をする機会が増えた。

＜課題＞
 教師の生徒の学びを見取る目がまだ足りない。その力を醸成するにはまだまだ時間がかかる。

→ 生徒が学んでいるか、学んでいないのかを何をもって判断するのかが難しい。

 課題（森の課題）の設定や誰もが分かる資料作りは、これからも模索していく。
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